
面接へ進める学生はわずかです。申請する学生はしっかりと書類を整えてください。
不足書類がある場合や財団の指示に沿っていない場合、提出された書類を財団に送付いたしません。
（学生支援課）

2023年4月17日（月）経済支援グループ必着（郵送可）

【郵送の場合の宛先】
〒152-8550　
東京都目黒区大岡山2-12-1 
TP-102
東京工業大学
学生支援課 経済支援グループ
（4/17必着のこと）

【窓口持参の場合】
Taki Plaza１階　経済支援グループ

【留学生向け】

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-010Au
ハイライト表示

DL22-010Au
ハイライト表示

DL22-010Au
引き出し線
日本語で直筆

DL22-010Au
引き出し線
【注意！】身分により必要な成績証明が異なります。

DL22-010Au
ハイライト表示

DL22-010Au
引き出し線
原本が１度しか発行されない場合のみ、原本を窓口で確認した上で原本証明をいたします。原本証明が必要な場合、必ず4月12日までにメールで学生支援課にご相談ください。（母国からの原本の取り寄せが間に合わないために原本証明を依頼されても対応できません。）



不明点がある方は別紙Q&Aを確認し、それでも解決しない場合は学生支援課
経済支援グループにお問い合わせください。
（gak.kei@jim.titech.ac.jp）

⇒東工大生は提出不要

※必要書類に「チェックリスト」を添えてご提出ください。

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-011Au
ハイライト表示

DL22-010Au
引き出し線
説明をよく読み指導教員またはアカデミックアドバイザーに依頼をしてください。依頼の際、先生に下記の注意事項をしっかりとお伝えください。封緘されていないものは受け付けません。



※2023年4月17日（月）　学生支援課経済支援グループ必着

学籍番号 氏名

チェック

□

□

□

□

◇ 学士課程新入生の場合 　高校の成績（日本語学校の成績不可） □

◇ 学士課程２年生以上の場合　　学士課程成績 □

編入前の学校の成績 □

学士課程成績 □

◇ 修士課程新入生の場合 学士課程成績 □

学士課程成績 □

修士課程成績 □

学士課程成績 □

修士課程成績 □

学士課程成績 □

修士課程成績 □

博士課程成績 □

C. □

D. 不要

E. □

F. □

G. 不要

Ｈ. □

上記書類が全て揃っていることを確認しました。

万一不足書類がある場合は、財団への申請を行わないことに同意します。

　年　 　月　 　日　

守谷育英会　提出書類チェックリスト（留学生）

B.

所得証明書

在学証明書（２０２３年４月以降発行。原本）

書類

奨学生願書　様式１　（全３ページ）　

参考資料　様式２－B　（留学生用）

参考資料　様式３

参考資料　様式４

A.

◇ 学士課程編入生の場合

推薦書　※指導教員により封緘されたもの以外は受け付けません。

申請書類がすべて揃っているか確認の上、チェックを付けてください。↓

成績証明書　 （コピー不可。コピーの場合は受け付けません。）
・原本が１度しか発行されない場合のみ、原本を窓口で確認した上で原本証明をいたします。

原本証明が必要な場合、必ず4月12日までにメールで学生支援課にご相談ください。

・母国からの原本の取り寄せが間に合わないために原本証明を依頼されても対応できません。
・様式4の上部に記載の通り、前年度1年間に取得した成績へのマーキングを行ってください。

申請者のサイン　（直筆）　※必須

写真１枚

住民票写し

◇ 修士課程２年生の場合

◇ 博士課程新入生の場合

◇ 博士課程２年生以上の場合 　

（大学院生で該当者のみ）
学会に提出した論文の詳細（A4用紙１枚、様式自由）




















